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I. 概要 
 

I.1 Morpho2D 

Morpho2d は一般曲線座標で境界適合座標※1を用いた非定常平面 2 次元流れと河床変動計

算の解析用ソルバであり，その原型は 2000 年代より京都大学の竹林洋史によって開発が開

始され，数々の改良の後，2009 年に(財)北海道河川防災研究センターの河床変動計算用プ

リポストソフトウェアーRIC-Nasy※2に搭載された計算ソルバです(Version 1.0)． 

 

その後，いくつかの機能追加等の修正が行われ，2011 年 3 月に iRIC Version2.0 用の計算

ソルバとして登録されました(Version 2.0)． 

 

河床材料を混合粒径として扱った河床変動の計算に定評があり，河床材料の粒度の平面

分布が表現可能なモデルです．また，砂州の発生・発達・移動などを精度良く再現可能で

す．実河川での適用例も多く，樹木や植生の影響評価，堰や岩などの固定床領域と移動床

領域が共存する場の解析などに適用されています． 

 

I.2 Morpho2D チュートリアル 

チュートリアルでは，典型的な問題をユーザーに最初から最後まで処理する手順を具体

的に示すことを目的としています．チュートリアルを読んでいただければ，個々の問題を

順を追って処理するために十分な解説が得られると思いますが，場合によってはチュート

リアルで使用するツールを説明したユーザーマニュアル・ソルバーマニュアルを参照して

ください． 

 

［チュートリアルの内容］ 

 Ⅱ章 混合砂河床を対象とした河床変動解析（メコン河） 

 Ⅲ章 植生を考慮した河床変動解析（メコン河） 

 Ⅳ章 河川構造物を考慮した河床変動解析（メコン河） 

 

                             
※1直交座標系（デカルト座標系）では曲がった複雑な境界を表現することが困難なため，境界面に沿って

座標軸を設定する座標系のことです．デカルト座標系で記述された支配方程式を一般座標に変換（写像）

した方程式を計算する必要があります．その特徴から境界適合座標系とも呼ばれます． 
※2［URL］http://i-ric.org/nays/en/index.html 
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I.3 Morpho2D の開始 

1. iRIC を立ち上げ，[iRIC スタートページ]から｢新しいプロジェクト｣を選択します． 

 
図Ⅰ－1 (1) Morpho2D の開始 

※スタートページでの操作 
詳細は「iRIC ユーザマニュア

ル」を参照してください． 

2. ［ソルバーの選択］ダイアログで，[Morpho2D]を選択し，OK します． 

 

 
図Ⅰ－1 (2) Morpho2D の開始 
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II. 混合砂河床を対象とした河床変動解析（メコン河） 
 

 目的 

 

本章は，数値計算をしたことが無い河川技術者や河川系の学生等が，Morpho2D を用いて

自ら数値計算を行い，計算結果の可視化を行える技術を習得することを目的とします． 

 

 作業手順 

 

本章の作業手順を図 II－1に示します． 

 

図 II－1 本章における作業手順 

 

 

河川測量データからの格子生成 

Step1：河川測量データの読み込み 

Step2：河川横断線の調整 

Step3：格子の生成 

計算の実行 

Step6：計算の実行 

計算結果の可視化 

Step7：計算結果の可視化 

計算条件設定 

Step5：計算条件の設定 

セル属性の設定 

Step4：マニングの粗度係数の設定 
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II.1 河川測量データから格子生成 

II.1.1 河川横断線の読み込み 

 

1. [インポート]タブの[地理情報]の[河床位]をクリックします． 
 

 
図 II－2(1) 河川測量データの読み込み 

 
 

※Morpho2D で利用できる

格子生成機能 
Morpho2D では，以下の 4 つ

の格子生成方法を選択できま

す． 
・DEM からの格子生成 
・河川横断線から格子生成 
・幾何学的な格子生成 
・矩形領域の格子生成 
本章では，河川横断線から格

子生成について解説します． 

2. サンプルデータの[Mekong]フォルダ内の[TanC.riv]を選択して開きます． 
 

 
図 II－2(2) 河川測量データの読み込み 

 
 

※河川測量ファイル 
河川測量ファイル（ *.riv）
は，横断データ（左右岸の xy
座標）と，断面データ（左岸

からの距離と河床高）からな

るファイル形式です． 
河川測量ファイルのフォーマ

ットについては，「iRIC 関連

ファイルマニュアル」を参照

してください． 
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II.1.2 格子生成 

 

■格子生成アルゴリズムの選択 

 

1. [格子]の[格子生成アルゴリズムの選択]を選択します.  

 

 
図 II－3(1)  格子生成アルゴリズムの選択 

 
 

 

2. [アルゴリズム]の[河川測量データからの生成]を選択し，OK を押します. 

 

 
図 II－3 (2)  格子生成アルゴリズムの選択 
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■分割点の追加（横断方向の格子分割） 

 

1 横断方向の青い線をクリックすると，太く表示されます． 

2 上記の状態で，右クリックから[分割点の追加]をクリックします． 

 

 
図 II－4(1)  分割点の追加（横断方向の分割） 

 

 

3 [分割点の追加]ダイアログで分割数と分割方法を設定し，OK を押します．  

4 これを横断方向の 4 つのブロックに対して繰り返します（ここでは，左右の氾濫原

を 3分割，流路内はセンターラインを中心に，左右 5分割ずつとします）． 

 

 
図 II－4(2)  分割点の追加（横断方向の分割） 

 

※４つのブロック 
４つのブロックとは，複断面

河道の右岸高水敷，右岸低水

路，左岸低水路，左岸高水敷

のことです．なお，単断面の

場合は，河川測量データ作成

の際に，低水路左右岸の格子

制御点を設定しないことで対

応できます．その場合，中心

点から右岸側と，中心点から

左岸側の２つのブロックの

み，格子分割を行うことにな

ります． 
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図 II－4(3)  分割点の追加（横断方向の分割） 

 

 

 

■格子の生成 

 

1 [格子]の[格子生成]をクリックします. 

 

 
図 II－5(1)  格子生成 

 

 

2 [格子生成]ダイアログの OK をクリックします. 

3 マッピングの確認ダイアログが表示されるので，[はい]を選択します． 

 

 
図 II－5(2)  格子生成 
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図 II－5(3)  格子生成 

 

 

 

 
図 II－5(4) 格子生成 

 

 

 

 

■マニングの粗度係数の設定 

 

1 [オブジェクトブラウザー]の中の[粗度]を右クリックし，[追加]を選択した後に 

[ポリゴン]を選択します.  

 

 
図 II－6(1)  ポリゴンの作成 

 

 

  



9 

 

2 ポリゴンの角をクリックしながらポリゴンを作成します．ポリゴンは粗度を設定す

る領域（ここでは全ての計算領域）を囲むように作成します．ポリゴンの作成の終

了は，ダブルクリックによって行います． 

3 粗度の値を入力するダイアログが表示されるので，マニングの粗度係数の値を入力

し，[OK]を押します． 

 

 
図 II－6(2)  ポリゴンの作成 

 

 
図 II－6(3)  マニングの粗度係数の入力 

 

 

 

 
図 II－6(4)  ポリゴンの作成 
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II.1.3 背景画像の取り込み 

1. [インポート]タブの[背景画像]をクリックします.  
 

 

 
図 II－7 (1) 背景画像の取り込み 

 
 

※背景画像 
計算格子の作成時に地図や航

空写真などの背景画像を取り

込みことによって，堤防や河

岸線，低水路と高水敷の境界

線などを考慮した計算格子の

作成が可能となります.  

2. サンプルデータの[Mekong]フォルダ内の[TanChau.jpg]を選択して開きます. 
 

 

 
図 II－7 (2)  背景画像の取り込み 
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3. [移動][回転][拡大縮小]を用い，計算格子に背景画像を合せます．このとき，[オブ

ジェクトブラウザー]の［ポリゴン］や［格子生成条件］のスイッチをオフにし，格

子のみを表示すると背景画像が見やすくなります． 

 

 
図 II－7(3)  背景画像の取り込み 

 

※位置合わせのヒント 

  

 
詳細は，「ユーザマニュア

ル」を参照してください． 
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II.2 計算条件の設定 

II.2.1 計算条件の設定 

■ 計算条件設定の開始 

 

1 [計算条件]タブの[設定]をクリックします.  

 

 
図 II－8 計算条件設定の開始 

 

 

 

 

■境界条件の設定 

1 [計算条件]ダイアログの[境界条件]グループをクリックし, [流量]の編集ボタンを

クリックします. 

 

 
図 II－9(1) 境界条件の設定 
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2 流量ハイドログラフのファイルを読み込むために，[インポート]ボタンをクリック

します.  

 

 
図 II－9(2) 流量ハイドログラフの設定 

 

 

・[流量]では，上流端におけ

る流量を設定します．ファ

イルから流量の時系列デー

タを読み込むだけでなく，

直接データを入力すること

も可能です．時間の単位は

秒，流量の単位は m3/s で

す． 

3 流量ハイドロファイル[Discharge.csv]を選択し，[開く]ボタンを押します.  

 

 
図 II－9(3)  流量ハイドログラフファイルの読み込み 
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4 流量ハイドロデータが読み込まれ，読み込まれた流量の値とハイドログラフが表示

されます．[OK]ボタンを押して， [計算条件]ダイアログに戻ります． 

 

 
図 II－9(4)  流量ハイドログラフの表示 

 

 

5 [下流端水位]の設定方法は，[流量]と同様です．ただし，選択するファイル名は，

[WLevel.csv]です． 

 

 
図 II－9(5) 水位データの読み込み 

 

・[下流端水位]では，下流端

における水位を設定します．

フィアルから水位の時系列デ

ータを読み込むだけでなく，

直接データを入力することも

可能です．時間の単位は秒，

水位の単位は m です． 
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■計算の種類とデータ出力時間の設定 

 

1 [計算条件]ダイアログの[計算の種類とデータ]グループを選択します． 

2 [計算の種類]は，[河床変動]を選択します． 

3 [開始時間(s)]は，新規の計算なので 0を入力します． 

4 [終了時間(s)]は，今回は，流量ハイドログラフの最後まで計算しますので，7200 秒

とします． 

5 [タイムステップ(s)]は，0.1 秒とします． 

6 [ファイルへの出力間隔(s)]は，60 秒とします． 

7 [画面上への出力間隔(s)]は，10 秒とします． 

8 [河床変動の開始時間(s)]は，60 秒とします． 

9 [テキストファイルへの出力]は，ここでは[しない]を選択します． 

 

 
図 II－10 計算の種類とデータ出力時間等の設定 

・[計算の種類]では， 水の

流れの計算のみを行う[流れ

のみ]と河床変動計算を行う

[河床変動]のどちらかを選

択します． 

・[開始時間(s)]では，計算を

開始する時間を設定しま

す．単位は秒です． 

・[終了時間(s)]では，計算を

終了する時間を設定しま

す．単位は秒です．流量・

水位データの最終時間より

小さくするように注意して

設定をします． 

・[タイムステップ(s)]では，

タイムステップΔt を設定

します．単位は秒です．CFL

条件を満たす必要がありま

す．  

・[ファイルへの出力間隔(s)]

では，ファイルにデータを

出力する時間間隔を設定し

ます．単位は秒です．時間

的になめらかな動画を作成

したいときは，短い出力間

隔に設定する方が良いで

す． 

・[画面上への出力間隔(s)]で

は，画面上への計算条件を

出力する時間間隔を設定し

ます．単位は秒です．あま

り短い時間間隔で出力させ

ると，計算が遅くなること

があります． 

・[河床変動の開始時間(s)]で

は，河床変動を開始する時

間を設定します．単位は秒

です．計算区間長が長い場

合や流量が小さい場合は，

時間を長めに設定するな

ど，適切な値を選択する必

要があります． 

・[テキストファイルへの出

力]は，計算結果をテキスト

ファイルに出力するかどう

かを選択します． 
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■計算条件の設定 

 

1 [計算条件]ダイアログの[計算条件]グループを選択します． 

2 [二次流の強度に関する係数]は，7とします． 

3 [浸透係数（m/s）]は，0.0001 とします． 

4 [流砂形態]は，[掃流砂と浮遊砂]を選択します． 

5 [浮遊砂量式]は，[Lane-Kalinske 式]を選択します． 

6 [固定床高さデータ]は，[無効にする]を選択します． 

7 [上流端の河床勾配]は，メコン河・Tan Chau 領域の平均河床勾配がマイナスである

ため，ここでは[平均勾配]ではなく[値を入力]を選択します． 

8 [上流端の河床勾配の値]は，0.0001 とします． 

9 [平衡流砂量に対する上流端の給砂量の比]は，1とします． 

10 [流れの DT に対する河床変動の DT の比]は，1とします． 

 
図 II－11 計算条件の設定 

・[二次流の強度に関する係

数]では，二次流の強度に関

する係数を設定します．7～

11 程度の値を設定します．

この値を大きくすると，多

くの水理条件で砂州の高さ

は高くなる傾向がありま

す． 

・[浸透係数]は，河床面以下

の浸透流の浸透係数を設定

します.単位は（m/s）です. 

・[流砂形態]では，流砂形態

を選択します．掃流砂のみ

を考慮して河床変動計算を

するときは[掃流砂]を選択

し，浮遊砂も考慮する場合

は， [掃流砂と浮遊砂]を選

択します． 

・[浮遊砂量式]では，基準点

高さにおける浮遊砂の巻き

上げ量の式を選択します．

式は，Lane-Kalinske 式と

岸・板倉式の二つから選択

可能です． 

・[固定床高さデータ]では，

河床の一部において岩が露

出したり，堰が存在するな

ど，河床が浸食されない領

域がある場合に設定しま

す．[有効にする]を選択す

るときは，固定床高さを設

定する領域のポリゴンを作

成し，固定床高さデータを

入力する必要があります． 

・[上流端の河床勾配]と「上

流端の河床勾配の値」で

は，上流端の河床勾配を設

定します.計算領域内の平均

河床勾配と上流端付近の河

床勾配が大きく異なるとき

は河床勾配の値を設定する

必要があります. 

・[平衡流砂量に対する上流端

の給砂量の比]では，平衡流

砂量に対する上流端からの

流砂量の比を設定します．

上流端付近にダムが設置さ

れており，給砂が平衡流砂

量よりも少ないときに 1 以
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下に設定したり，上流端付

近が崩壊地などの土砂生産

場である時に 1以上に設定

したりします． 

・[流れの DT に対する河床変

動の DT の比]では，流れの

タイムステップに対する河

床変動のタイムステップの

比を設定します．通常 1 を

設定しておきます．解析結

果を早く得たいときに，1～

10 程度の値を設定します． 

 

 

■河床材料の条件の設定 

 

1 [計算条件]ダイアログの[河床材料]グループを選択します． 

2 [河床材料の種類]は，混合砂を選択します． 

3 [平均粒径（m）]は，[河床材料の種類]で一様砂を選択した場合のみ有効となりま

す. 

4 [粒度分布]は，混合砂を選択した場合のみ有効となります.表層と下層の粒度分布を

設定するため，[編集]をクリックします．データの読み込み方法は，流量データや

水位データと同一です. 

 

 
図 II－12(1) 河床材料の条件の設定 

 

・[河床材料の種類]では，河

床材料を均一の粒径として

扱う場合は[一様砂]を選択

し，粒度分布を考慮する場

合は[混合砂]を選択しま

す． 

・[平均粒径（m）]では，平均

粒径を入力します．[河床材

料の種類]で一様砂を選択し

たときのみ有効です．単位

はメートルです．Morpho2D

では，陸域と水域の判定す

る閾値を平均粒径としてい

るため，流れのみ計算にお

いても適切な値の設定が必

要です． 
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5 [テキストファイルの選択]ダイアログの[SSize.csv]を選択し，[開く]をクリックし

ます． 

 

 
図 II－12(2) 粒度分布データの読み込み 

 

  

6 粒度のデータは，2 列目に表層の各粒径階の存在率，3 列目に下層の各粒径階の存在

率が表示されます. 

 

 
図 II－12(2) 粒度分布データの読み込み 

 

 ・各粒径階の存在率は，合計

が 1 になるような値でも，

合計が 100 になるような値

（%）のどちらでも入力可能

です.計算開始時に存在率の

合計が 1 になるようにソル

バーが再計算します.  

・右の画面には，表層と下層

の両方のグラフが表示され

ていますが，本サンプルデ

ータは表層と下層で同じ値

を用いているので，データ

が重なり，1 本のグラフし

か表示されていないように

見えます. 
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7 [交換層厚さ]は，0.3(m)とします． 

8 [堆積層の総数]は，25 とします． 

9 [初期の最上位堆積層番号]は，15 とします. 

 

 
図 II－12(1) 交換層・堆積層の条件の設定 

 

・[交換層厚さ]では，交換層

の厚さを設定します.単位は

m です.交換層の厚さを薄く

すると粒度分布の変化が速

くなり，厚くすると粒度分

布の変化が遅くなります.  

・[堆積層の総数]では，予想

される河床変動の幅（深

さ）を考慮して設定します.

交換層の厚さが 0.3m とし，

堆積層の総数を 25 と設定し

た場合は，0.3×25=7.5m が

河床変動の幅となります.な

お，計算途中でこの幅を超

える河床変動が発生した場

合は，層の高さ方向の位置

が自動的にシフトされ，計

算は続行されます， 

・[初期の最上位堆積層番号]

では，堆積幅（深さ）と浸

食幅（深さ）との関係で決

定します.15 を設定した場

合は，浸食方向に 0.3×

15=4.5m，堆積方向に 3m 分

の堆積層を設定します.堆積

が多いか浸食が多いか予想

できない場合は，浸食用の

堆積層を多めに設定します.

これは，浸食は狭い幅で発

生し，堆積は広い幅で発生

することが多く，同じ量の

土砂で河床変動が発生して

も堆積厚さの方が浸食深さ

よりも小さいためです. 
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■植生条件の設定 

 

1 [計算条件]ダイアログの[植生]グループを選択します． 

2 [植生密生度]は，[使用しない]とします． 

3 [植生高さ]は，[使用しない]とします． 

 

 
図 II－13 植生の条件の設定 

・[植生密生度]では，植生を

考慮するときは必ず[使用す

る]を選択します. [使用す

る]を選択するときは，植生

密生度を設定する領域のポ

リゴンを作成し，植生密生

度の値を入力する必要があ

ります． 

・[植生高さ]では，植生の高

さを設定するかどうかを選

択します．[使用する]を選

択するときは，植生高さを

設定する領域のポリゴンを

作成し，植生高さの値を入

力する必要があります．植

生を考慮する場合において

も植生の高さデータが無い

場合はデータを設定する必

要はありません．植生の高

さデータを読み込まない場

合は，植生の高さは無限大

となり，植生は常に抜水状

態で計算されます． 

 

■障害物の設定 

 

1 [計算条件]ダイアログの[障害物]グループをクリックします． 

2 [障害物]の欄は，[使用しない]とします． 

 

 
図 II－14 障害物の設定 

・[障害物]では，障害物を考

慮するときに[使用する]を

選択します. [使用する]を

選択するときは，障害物を

設定する領域のポリゴンを

作成する必要があります． 
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■新規・継続計算 

 

1 [計算条件]ダイアログの[新規・継続計算]グループを選択します． 

2 [新規・継続計算]は，[新規計算]を選択します． 

3 [新規計算]選択時，[継続計算用ファイル]を選択する必要はありません． 

 

 
図 II－15 新規・継続計算の設定 

・新規の計算の時は，[新規計

算]を選択して下さい．以

前，途中まで計算を行い，

その続きから計算を行うと

きは，[継続計算]を選択し

て下さい． 

 

 

 

■計算条件の設定の終了 

 

4 [計算条件]の設定が終了したら，[保存して閉じる]をクリックします． 

 

 
図 II－16 計算条件の設定 
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II.3 計算の実行 

 

1 ツールバーの[実行]をクリックします． 

 

  
図 II－17(1) 計算の実行 

 

 

2 マッピングの[警告]が表示されるので，[はい]と[OK]をクリックします． 

 

 
 図 II－17(2) マッピングの警告 

 

 
図 II－17(2) マッピングの警告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計算の実行 
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3 プロジェクト保存の[情報]が表示されるので，[はい]をクリックします． 

4 [保存方法の選択]が表示されるので，[プロジェクトとして保存]を選択し，[OK]を

クリックします． 

5 [フォルダーの参照]が表示されるので，[新しいフォルダーの作成]をクリックしま

す． 

6 [Test1]というフォルダー名にし，[OK]をクリックします． 

 

 
 図 II－17(3) プロジェクトの保存 

 

 
図 II－17(4) プロジェクトの保存 

 

 
図 II－17(5) プロジェクトの保存 

 

 
図 II－17(6) プロジェクトの保存 
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7 灰色画面のソルバーコンソールが起動します.  

 

 
図 II－17(7) 計算の実行 

 

※ソルバーコンソールに出

力される数値について 
左図に示すように， 

 

計算時間（秒）， 

河床変動開始時間（秒）， 

計算終了時間（秒）， 

上流端の流量（m3/s）， 

タイムステップ（秒）， 

下流端の水位（m）， 

上流端の河床勾配， 

二次流の強度に関する係数， 

交換層の厚さ（m）， 

平衡流砂量に対する上流端の

給砂量の比， 

流れの DT に対する河床変動の

DT の比， 

計算の種類， 

流砂形態の種類， 

土砂の種類， 

植生密生度データ， 

植生高さデータ， 

固定床高さデータ 

 

が表示されます． 

8 計算中に途中までの計算結果を確認したいときは，［計算結果の再読み込み］をク

リックした後に，計算結果の描画作業を行います.結果の描画方法は次節で紹介しま

す.  

 

 
図 II－17(8) 計算中での途中までの結果の確認 

 

 

9 ［ソルバー終了］のダイアログが出たら［OK］します.  

 

 
図 II－17(9) 計算終了 

 

計算結果の再読み込み 
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II.4 計算結果の可視化 

II.4.1 計算結果の可視化 

 

1 [新しい可視化ウィンドウ(2D)を開く]をクリックします. 

 

 
Figure II－18 2 次元の可視化ウィンドウを開く 

 

 

 

■コンター図 

 

1 [オブジェクトブラウザー]の[スカラー]をチェックします． 

2 [オブジェクトブラウザー]の[背景画像]の[TanChau.jpg]をチェックします． 

3 [MeanGrainSize]をチェックすると，平均粒径のコンター図が表示されます． 

4 [アニメーションツールバー]を操作すると，計算結果を動画で確認できます． 

 

 
図 II－19 (1) 平均粒径のコンター 

 

 

・ Morpho2D では，水深，河床

位 ， 陸 域 ・ 水 域 分 布

（IBC），水位，河床変動

量，平均粒径，無次元掃流

力，浮遊砂の水深平均濃

度，流速の大きさ，掃流砂

量，浮遊砂量のコンターの

表示が可能である． 

 

MeanGrainSize 

新しい可視化ウィンドウ(2D)を開く 

アニメーションツールバー 
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5 コンター図の調整を行いたい場合は，[オブジェクトブラウザー]の[スカラー]を右

クリックし，[プロパティ]を開きます． 

6 流路内のみを図示したい場合，[スカラー設定]の[領域設定]を選択します． 

7 [領域設定]の[指定した領域]をオンにし，J 最小を 4，J 最大を 14 とし，氾濫原のコ

ンターを非表示とします．（加えて，ここでは，コンターの間隔を 0.0023m～

0.0014m とし，カラーバーを少し右に移動させています.） 

 

 
図 II－19 (2) コンターの修正 

 

 
図 II－19(3) コンターの修正 

※コンター図の調整 
コンター図の調整については

「iRIC ユーザマニュアル」に

詳述されています． 



27 

 

■その他の可視化機能 

 

1 [ベクトル]，[流線]，[パーティクル]などが描画できます．  

 
図 II－20（1） ベクトル図 

 

※ベクトルの図化方法 
「iRIC ユーザーマニュアルに

詳述しています． 
左の図は，水深平均の流速

ベクトルを表示している．背

景が暗いので，ベクトルの色

を白に変更．流速長さの基準

値を 2m/s とし，画面上での長

さを 30 ピクセルに設定． 

Morpho2D では，水深平均の

流速ベクトル，掃流砂量ベク

トル，浮遊砂量ベクトルが表

示可能． 

 
図 II－20（2） 流線 

 

※流線の図化方法 
「iRIC ユーザーマニュアル」

に詳述しています． 
左の図は，水深平均流の流

線を表示している．背景が暗

いので，流線の色を白に変

更． 

Morpho2D では，水深平均

流，掃流砂，浮遊砂の流線が

表示可能． 

 

 
図 II－21（3） パーティクル 

※パーティクルの図化方法 
「iRIC ユーザーマニュアル」

に詳述されています． 
左の図は，水深平均流のパ

ーティクルの動きを表示して

いる．背景が暗いので，パー

ティクルの色を白に変更．ま

た，パーティクル発生断面を

I=20 に設定． 

Morpho2D では，水深平均

流，掃流砂，浮遊砂のパーテ

ィクルの動きが表示可能． 

ベクトル 

流線 

パーティクル 
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III. 植生を考慮した河床変動解析（メコン河） 
 

 目的 

 

本章は，Morpho2D のⅡ章の河床変動解析を実施した者が，植生を考慮した河床変動解析

を行える技術を習得することを目的とします． 

 

 作業手順 

 

本章の作業手順を図Ⅲ－1 に示します． 

 

図Ⅲ－1 本章における作業手順 

 

セル属性の設定 

Step1：植生密生度と植生高さの設定 

計算の実行 

Step3：計算の実行 

計算結果の可視化 

Step4：計算結果の可視化 

計算条件設定 

Step2：計算条件の設定 
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III.1 植生密生度と植生高さの設定 

III.1.1 植生密生度の設定 

■ 植生密生度の設定 

 

1 [オブジェクトブラウザー]の中の[植生密生度]を右クリックし，[追加]を選択した

後に [ポリゴン]を選択します.  

 

 
図Ⅲ－2(1)  ポリゴンの作成 

 

 

  

2 ポリゴンの角をクリックしながらポリゴンを作成します．ポリゴンは植生を設定す

る領域（ここでは上流域にある中州）を囲むように作成します．ポリゴンの作成の

終了は，ダブルクリックによって行います． 

3 植生密生度の値を入力します． 

 

 
図 II－2(2)  ポリゴンの作成 
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図 II－2(3)  植生密生度の入力 

 

 

 
図 II－2(4)  ポリゴンの作成 

 

 

4 植生高さを設定するポリゴンは，植生密生度のポリゴンと同一なので，植生密生度

のポリゴンをコピーします．[オブジェクトブラウザー]の[植生密生度]の[ポリゴン

1]を右クリックし，[コピー]を選択します．  

5 [地理情報の選択]ウィンドウから[VegetationHeight]を選択し，[OK]をクリックし

ます． 

 

 
図 II－2(5)  ポリゴンの作成 

 

 



31 

 

 
図 II－2(6)  地理情報の選択 

 

 

 
図 II－2(7)  ポリゴンの作成 

 

 

III.1.2 植生に関する計算条件の設定 

■ 植生密生度の設定 

1 [計算条件]ダイアログの[植生]グループをクリックします． 

2 [植生密生度]は，[使用する]とします． 

3 [植生高さ]は，[使用する]とします． 

 
図 Ⅲ－3 植生の条件の設定 
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III.2 計算結果の可視化 

III.2.1 計算結果の可視化 

 

1 [新しい可視化ウィンドウ(2D)を開く]をクリックします. 

 

 
図Ⅲ－4 2 次元の可視化ウィンドウを開く 

 

 

 

■コンター図 

 

1 [オブジェクトブラウザー]の[スカラー]をチェックします． 

2 [オブジェクトブラウザー]の[背景画像]の[TanChau.jpg]をチェックします． 

3 [MeanGrainSize]をチェックすると，平均粒径のコンター図が表示されます．植生を

考慮しなかった場合と比較して，植生域内に細かい土砂が堆積しているのが分かります． 

 

 
図Ⅲ－5 (1) 平均粒径のコンター 

 

 

 

MeanGrainSize 

新しい可視化ウィンドウ(2D)を開く 
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■その他の可視化機能 

 

1 [ベクトル]，[流線]，[パーティクル]などが描画できます．  

 
図Ⅲ－6（1） ベクトル図 

 

※ベクトルの図化方法 
「iRIC ユーザーマニュアル」

に詳述しています． 
左の図は，水深平均の流速

ベクトルを表示している．背

景が暗いので，ベクトルの色

を白に変更．流速長さの基準

値を 2m/s とし，画面上での長

さを 30 ピクセルに設定． 

Morpho2D では，水深平均の

流速ベクトル，掃流砂量ベク

トル，浮遊砂量ベクトルが表

示可能． 

 
図Ⅲ－6（2） 流線 

 

※流線の図化方法 
「iRIC ユーザーマニュアル」

に詳述しています． 
左の図は，水深平均流の流

線を表示している．背景が暗

いので，流線の色を白に変

更． 

Morpho2D では，水深平均

流，掃流砂，浮遊砂の流線が

表示可能． 

 

 
図Ⅲ－6（3） パーティクル 

※パーティクルの図化方法 
「iRIC ユーザーマニュアル」

に詳述しています． 
左の図は，水深平均流のパ

ーティクルの動きを表示して

いる．背景が暗いので，パー

ティクルの色を白に変更．ま

た，パーティクル発生断面を

I=20 に設定． 

Morpho2D では，水深平均流，

掃流砂，浮遊砂のパーティク

ルの動きが表示可能． 

ベクトル 

流線 

パーティクル 
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IV. 河川構造物を考慮した河床変動解析（メコン河） 
 

 目的 

 

本章は，Morpho2D のⅡ章の河床変動解析を実施した者が，河川構造物を考慮した河床変

動解析を行える技術を習得することを目的とします． 

 

 作業手順 

 

本章の作業手順を図Ⅳ－1 に示します． 

 

図Ⅳ－1 本章における作業手順 

 

セル属性の設定 

Step1：固定床高さと障害物の設定 

計算の実行 

Step3：計算の実行 

計算結果の可視化 

Step4：計算結果の可視化 

計算条件設定 

Step2：計算条件の設定 
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IV.1 固定床高さデータと障害物の設定 

IV.1.1 固定床高さデータの設定 

■ 固定床高さデータの設定 

 

1 [オブジェクトブラウザー]の中の[固定床高さ]を右クリックし，[追加]を選択した

後に [ポリゴン]を選択します.  

 

 
図 IV－2(1)  ポリゴンの作成 

 

 

  

2 ポリゴンの角をクリックしながらポリゴンを作成します．ポリゴンは固定床高さを

設定する領域を囲むように作成します．ポリゴンの作成の終了は，ダブルクリック

によって行います． 

3 固定床高さの値を入力します． 

 

 
図 II－2(2)  ポリゴンの作成 
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図 II－2(3)  固定床高さの入力 

 

 

※初期河床高さを固定床高

さとする場合 
ポリゴン設定時の固定床高

さは、10000 未満の値のみ有

効です.ポリゴン設定時の固定

床高さとして初期河床高さを

使用する場合は、ポリゴン設

定時の固定床高さの入力値と

して 10000 を入力します. 

 

 
図 II－2(4)  ポリゴンの作成 

 

 

 

IV.1.2 障害物に関する計算条件の設定 

■ 障害物の設定 

 

1 [オブジェクトブラウザー]の中の[障害物]を右クリックし，[追加]を選択した後に 

[ポリゴン]を選択します.  

 

 
図 IV－3(1)  ポリゴンの作成 
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2 ポリゴンの角をクリックしながらポリゴンを作成します．ポリゴンは障害物を設定

する領域を囲むように作成します．ポリゴンの作成の終了は，ダブルクリックによ

って行います． 

3 障害物を選択します． 

 

 
図 II－3(2)  ポリゴンの作成 

 

 
図 II－3(3) 障害物の選択 
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IV.1.3 固定床高さと障害物の計算条件の設定 

■ 固定床高さの設定 

 

1 [計算条件]ダイアログの[計算条件]グループをクリックします． 

2 [固定床高さ]は，[有効にする]とします． 

 
図 Ⅳ－4 固定床高さの条件の設定 

 

 

 

 

■障害物の設定 

 

1 [計算条件]ダイアログの[障害物]グループをクリックします． 

2 [障害物]は，[使用する]とします． 

 
図 Ⅳ－4 障害の条件の設定 
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IV.2 計算結果の可視化 

IV.2.1 計算結果の可視化 

 

■コンター図 

 

1 [オブジェクトブラウザー]の[スカラー]をチェックします． 

2 [オブジェクトブラウザー]の[背景画像]の[TanChau.jpg]をチェックします． 

3 [Depth]をチェックすると，水深のコンター図が表示されます．障害物を設定した領

域の水深がゼロになり，固定床を設置した領域の水深が浅くなっていることが分か

ります． 

 

 
図 Ⅳ－5 (1) 水深のコンター 

 

 

 

Depth
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■その他の可視化機能 

 

1 [ベクトル]，[流線]，[パーティクル]などが描画できます．  

 
図 IV－6（1） ベクトル図 

 

 

 
図 IV－6（2） 流線 

 

 

 

 
図 IV－6（3） パーティクル 

． 

ベクトル 

流線 

パーティクル 
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